
表１. 明らかとなったEMISの主な課題

大阪府北部地震における課題
平成30年北海道胆振東部地震で

顕在化した課題
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図1. EMIS 医療機関状況（緊急時入力）の入力率（大阪府北部地震）



図2. EMIS 医療機関状況（緊急時入力）の入力率（平成30年北海道胆振東部地震）
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図3.  EMIS医療機関状況（緊急時入力）の入力者（大阪府北部地震）
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図4.  EMIS医療機関状況（緊急時入力）の入力者（平成30年度北海道胆振東部地震）
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入力率の低迷に
対する対策

①ユーザーインターフェース改善

③e-Learning導入

②訓練機能の強化

⑤ライフライン情報収集強化入力項目追加の
必要性

④医療機関状況APIの開発

⑥スマートフォンアプリ開発
情報通信環境の

改善

表2. EMISにおける課題への対策案

（課題） （対策）



表3. ライフライン情報収集強化のための入力項目追加案

情報区分 追加項目
【基本情報管理項目】
平時に入力する
医療機関の施設情報項目

①電気、水道などライフラインに関わる施設情報項目
・施設用水
・電気関連情報
・自家発電
・コージェネレーションシステム関連情報
・エレベーター関連情報
・医療機器等の保有状況

②医療機関の指定区分
・災害拠点精神科病院 指定有無
・周産期母子医療センター指定有無
・診療所区分（有床、無床、歯科、その他（助産院、助産
所））

【被災状況入力項目】
発災後に入力が必要な
情報項目

①ライフライン状況に関わる情報項目
・寝台用エレベーターの稼働状況

②施設状況に関わる情報項目
・火災状況、浸水状況
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図5. スマートフォンアプリ：緊急時入力・詳細入力の画面イメージ
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